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無線ＩＣタグを利用すると、農産物等の生産者や流通履歴、商品管理、人の行動などの

様々なデータの管理が容易となり、しかも、管理の確実性が向上します。 
無線ＩＣタグの利用上の問題点を把握するため、商品管理システムの開発と平行して、

ＩＣタグと読み取り装置との相性や利用環境の違いによる読み取り精度について検討しま

した。 
    

 

 
周波数帯 13.56MHz 帯 950MHz 帯 2.45GHz 帯 
ＩＣタグの外観  

  

 
 

通信方式 電磁誘導方式 マイクロ波方式 マイクロ波方式 
最大通信距離 70cm 程度 4.0m 程度 1.5ｍ程度 
読取障害の原因 金属の影響 水分、金属の影響 水分、金属の影響 
アンテナの指向性 指向性あり 無指向性 無指向性 

想定される利用分野 
13.56MHz 帯は、通信距離が短く、アンテナの指向性があるため、セキュリティ性が

求められる社員証や入場券などに利用できる。 
950MHz 帯及び 2.45GHz 帯は、通信距離が長く、アンテナの指向性がないため、読

み取りが容易なことから、農産物や工業製品等の流通管理などに利用できる。 
 

無線ＩＣタグを利用したネットワークの構築 

ＩＣタグ読み取り装置 
電磁誘導方式（１３．５６ＭＨｚ） 
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商品のデータをメールで管理者に通知 
するシステムの開発を行いました。 

農産物、工業製品に 
ＩＣタグを貼り付け実験 
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